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 盛岡市中心部を流れる中津川に今年もサケが帰って

きました。 
 

 サケは群の中から夫婦が生まれ、それから巣作りが始

まります。産卵される卵は１尾当たり約3,000粒です。

産卵後も夫婦で数日間卵を守っていますが、やがて力

つきオスもメスも息を引きとります。こうして生まれた

サケの赤ちゃんは春になると海へくだり、２～６年後、

大きく成長して産卵のために生まれた川に帰って来ま

す。 
 

  

  

 

９月上旬、北上川右岸の井戸向橋上流八幡堤
防を巡視パトロール中に鳥の群を発見・・・ 

キジに似ていますが、ヤ
マドリです。 

《ヤマドリ》 
鳴き声は「ウーウープププ」ですが、オスは鳴くことはまれで
す。オスはキジのオスより尾羽が長く４０～９５㎝程で、メス
はキジのメスより短く１６～２０㎝程。羽色は温度や湿度に
よって決定するので生息する地域によって羽の色は若干異なる
そうです。 
 

 毎年秋になるとサケの遡上を見るために多くの方が足を止めて橋から川を覗く姿を
目にします。このようにサケが帰って来る盛岡のきれいな川の環境を保つため、川にゴ
ミを捨てない事や油はそのまま流さない事等、自分に出来る事を考えていきましょう。 

 通行中の方が川を覗いてサケを見て行きます 

 アカウント名 

    岩手河川国道事務所 

岩手河川国道事務所では、Facebookページを利用し
て事務所における取り組み等について以下のような情
報を発信しております 

☆岩手河川国道事務所ホームページの新着及び、記者発表情報 

☆岩手河川国道事務所所管の河川、道路に関する防災情報 
☆その他、岩手河川国道事務所からのお知らせ 

も 

https://www.facebook.com/pages/%E5%B2%A9%E6%89%8B%E6%B2%B3%E5%B7%9D%E5%9B%BD%E9%81%93%E4%BA%8B%E5%8B%99%E6%89%80/805490062861853

